
熊本経済同友会 まちづくり委員会の取組み

まちづくり委員会では、2018年に策定された「熊本市中心市街地グラン
ドデザイン2050」の具現化を目指し、地域活性化、価値向上につながるま
ちづくり及び、まちづくりと一体となった交通政策等についての学びを深
めるとともに、官民連携した取組みの検討や、行政への意見提言等を実施
している。

熊本市役所新庁舎整備については「建替えを契機とした周辺地域と一体
となったまちづくり」に向け、現庁舎及び新庁舎移転先が対象エリアであ
る熊本城前地区まちづくり協議会策定の「くまもと城前未来ビジョン
2050」の具現化に向けても、同協議会と連携を深める予定としている。

２ 行政への提言

2023年度提言（まちづくり部分抜粋） 2024年度提言（まちづくり部分抜粋）

１ 活動目標

2023年度 経済5団体による要望書

活動目標補足

資料7

令和７年８月８日　第2回　庁舎周辺まちづくりプラン（仮称）等検討委員会　資料
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主な議論内容等講師（役職は当時/敬称略）内容日

• 熊本の広域的な交通課題を踏まえた3つの基本計画（広域道路
ネットワーク、交通・防災拠点、ICTマネジメント）の概要説明
を踏まえて意見交換。

⑴ 熊本県 土木部 道路都市局道路整備課
審議員 大和 勇紀

⑵ 熊本市 都市建設局長
井芹 和哉

① 熊本県新広域道路交通計画及び「10分・20分構想」の経済効果
⑴熊本県新広域道路交通計画について
⑵「10分・20分構想」について
～都市圏の新たな３つの高規格道路～

7/212022
年度

• 中心市街地活性化基本計画第4期について、国への制度改革や新
施策を提言する形で、検討いただくよう要望。

・ 熊本市 都市建設局 都市政策部市街地整備課長
上野 勝治

② 熊本市中心市街地活性化基本計画（熊本地区）について

• シェアサイクルの利用状況や今後の展開について共有。・ 熊本市 都市建設局 交通政策部 自転車利用推進課長
酒井 伸二

③ 熊本市シェアサイクル実証実験事業について

• 中心市街地（上通・下通・新市街）において、空きテナントが
増加している現状を踏まえ、今後、必要な対策等について意見
交換。

・ 熊本市 経済観光局 産業部 商業金融課
課長 丸山 健一郎
主査 美野田 敏寛

・ 熊本市 都市建設局 都市政策部 市街地整備課
主幹 渡邊 枢
主査 田邉 康孝

① 第4期熊本市中心市街地活性化基本計画（素案）の概要について11/21

• TSMC日本初となる工場（JASM）の概要や、熊本県の全庁横断組
織「半導体産業集積強化推進本部」の取組み状況等の説明を踏
まえて意見交換。

⑴ 熊本県 商工労働部 産業振興局 企業立地課長
工藤 晃

⑵ 熊本県 商工労働部 産業振興局 産業支援課長
辻井 翔太

② 半導体関連産業の集積に伴う動向、熊本空港周辺の産業振興
⑴本県への半導体関連産業の集積および今後の取組み方針等
⑵ＵＸプロジェクトにおけるテクノリサーチパークの活性化

• スマートシティについて、行政のリーダーシップのもと、産学
官連携し熊本発の成功モデルを実現するために必要な取組み等
について意見交換。

⑴ 熊本市政策局 総合政策部政策企画課長
迫本 昭

⑵ 西日本電信電話株式会社 ビジネス営業本部
エンタープライズビジネス営業部
地域プロデュース担当 担当課長 浪江 俊信

スマートシティの推進について
⑴熊本市におけるスマートシティの取組みについて
⑵ＮＴＴ西日本のスマートシティ実現に向けた取組み

3/9

• まちづくりと交通は一体的なものであり、エビデンスを活かし
た施策に取り組むことの重要性等について共有。

⑴ 九州運輸局 熊本運輸支局 首席運輸企画専門官
白石 勇人

⑵ 熊本市 都市建設局 交通政策部 交通企画課長
飯干 修一

① 公共交通の現状と課題について
⑴地域公共交通のリ・デザインについて
⑵熊本市における公共交通について
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年度

• アプリの「多言語対応」を活かしたインバウンド対応の強化等、
様々な状況を見据えた「九州MaaS」の経済効果について意見交
換。

⑴ 一般社団法人 九州経済連合会 地域共創部 参事
木下 貴友

⑵ 熊本市 都市建設局 交通政策部 移動円滑推進課 参事
上村 卓

② 次世代移動サービスMaaS（マース）について
⑴共創でつくる九州MaaS
⑵熊本市のMaaS推進に向けた取組みについて

• 本庁舎建替えと一体となった周辺のまちづくりや、市が目指す
まちの姿「上質な生活都市」に対する評価等についてパブリッ
クコメントにて要望（2024年1月）

・ 熊本市政策局 総合政策部 政策企画課長
迫本 昭

熊本市第8次総合計画（素案）の概要について12/8

• TSMC進出を契機にインフラ整備が活発化している中、渋滞問題
の早急な解決に向けた県内の交通ネットワークの現状と今後の
計画等について、説明を踏まえて意見交換。

・ 熊本県土木部長
亀崎 直隆

つながる道路～熊本県内の道路行政～2/2

• 街なかの「空家等」の対象とならず、スポンジ化の要因となっ
ているアパートの増加について、問題が顕在化し、手に負えな
い状況にならないよう、空き家全般への早めの対策等について
要望。

・ 熊本市都市建設局 住宅部空家対策課 課長補佐
古賀 丈晴

熊本市における空家等対策の取組みについて3/21

３ 委員会活動実績（2022～2024年度）



主な議論内容等講師（役職は当時/敬称略）内容日

• 「熊本市役所建替えを契機とした周辺地域とも一体となったまちづくり」に向けて
人口減少・少子高齢化といった課題を踏まえ、先を見据えたまちづくりの検討が必
要であることや、行政と経済界との連携継続の必要性等について意見交換。

・ 熊本市役所 政策局 庁舎整備部 部長
上野 勝治

・ 庁舎周辺まちづくり課長
江副 幹

・ 庁舎建設課長
大津 仁哉

① 熊本新庁舎整備に関する基本構想（素案）につい
て

5/21
2024
年度

• 「まちなか再生プロジェクト」や跡地活用における金融機関の支援・役割等の説明
を踏まえて意見交換。

・ ㈱肥後銀行 地域振興部 地方創生室長
中村 光輝

① 熊本市役所建替えを契機とした地域一体開発によ
る経済波及効果について

• くまもと城前未来ビジョン2050の共有及び具現化に向けた意見交換。・ 熊本城前地区まちづくり協議会 事務局
千々岩 宗徳

① 「くまもと城前未来ビジョン2050」について

• 熊本の公共交通が目指すべき方向性について「公共交通への投資」「サービスの質
向上」「官民連携」「市民の意識改革の必要性」等の説明を踏まえ、意見交換。

・ 関西大学 教授
宇都宮 浄人

地域公共交通について
～公共交通のサービス改善で渋滞解消と地域活性化

を考える～
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• 現状の交通手段の割合やビッグデータ分析の結果を基に、渋滞の要因を共有。
• 渋滞緩和には、道路の整備・拡張だけでなく、公共交通機関の強化が不可欠であり、
そのための官民連携や投資の必要性等について意見交換。

・ 熊本県 土木部 道路都市局 都市計画課長
松田 龍朋

・ 熊本市 都市建設局 交通政策部 交通企画課長
大川 望

・ バス共同経営推進室 課長
今釜 卓哉

・ ㈱トラフィックブレイン 代表取締役社長
太田 恒平

「車1割削減、渋滞半減、公共交通2倍」の実現に向け
て （トークセッション）

3/28


